
－ 15 －

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届･

特
別
児

童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
の
提
出

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
「
所

得
状
況
届
」
を
年
に
1
度
、
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
届
出
に
よ
り
、
現
在
の
養

育
状
況
、
前
年
の
所
得
を
確
認
し
、
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
、
支
給
停
止
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
付
期

間
中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

〈
現
況
届
〉

　

8
月
1
日(

金)

〜
29
日(

金)

〈
所
得
状
況
届
〉

　

8
月
11
日(

月)

〜
9
月
10
日(

水)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
宇
都
宮)  

☎
32-

６
７
０
４

●
飼
犬
の
登
録
（
一
生
涯
に
１
度
）

　

犬
の
飼
主
は
、
犬
を
飼
い
始
め
た
日

（
生
後
90
日
以
内
の
犬
の
場
合
は
、
生

後
90
日
を
経
過
し
た
日
）
か
ら
30
日
以

内
に
一
生
涯
に
1
度
、
必
ず
登
録
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
（
１
年
に
１
回
）

　

犬
の
飼
主
は
、
飼
犬
（
品
種
、
室
内

飼
い
な
ど
の
区
別
な
く
）
に
1
年
に
1

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交

付
は
住
民
安
全
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
の

際
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書

（
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た
病
院
で

も
ら
え
ま
す
）
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
お
願
い
〉

　

散
歩
な
ど
、
外
に
出
る
と
き
は
必
ず

リ
ー
ド
を
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
な
が
れ

て
い
な
い
犬
は
人
に
危
険
を
及
ぼ
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
犬
が
死

亡
し
た
と
き
や
転
入
・
転
出
、
飼
主
の

変
更
な
ど
何
か
変
更
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
必
ず
住
民
安
全
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

飼
犬
の
登
録
と狂

犬
病
予
防
注
射

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

川
尻)

☎
32
‐
６
７
０
３

※お問い合わせ・申し込み先　　町土木建築課（担当・竹内）　☎32－6707

●…電柱設置か所
○…支線柱設置か所
■…簡易ごみ箱置場

済 済
済

済③

現地

若狭町 敦賀市

県園芸
試験場

久々子住宅

南西郷郵便局

南小学校

若狭梅街道

国道27号

コンビニ

只今販売中!!只今販売中!!只今販売中!!只今販売中!!�

261.66③ 79.29

m2 坪
面　　積区画

番号
譲渡価格

（申込金含む）
申込金

7,996,000円 100,000円

残り1区画

済 済

（位置図）

金山宅地金山宅地金山宅地金山宅地

分譲地分譲地分譲地分譲地
（配置図）
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対処法は？

診 療 所 放 送 局

原因って何？

　貧血とは、血液の中にある赤血球（ヘモグロビン）が少なくなった状態を貧血といいます。赤血
球は体中で酸素を運ぶのが役目なので、貧血時には低酸素にともなう症状が出ます。
　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ
りなど自分では気がつかないことも多いのです。

　　　性は貧血の頻度が少ないですが、思春期の
　　　大事な成長期や、無理なダイエットに伴っ
て起こる場合も珍しくありません。

　　　性や高齢者で多いのは鉄欠乏性貧血です。
　　　鉄は赤血球を作る重要な材料ですが、体内
の鉄が不足することで、赤血球を作れなくなりま
す。この他、ビタミンCやビタミンB１２、葉酸な
ども赤血球を作る材料としては欠かせないもので
す。バランスの取れた食生活が大切です。

　　　　　共通して１番怖いのは、体内のどこか
　　　　　で知らないうちに出血が続き、結果と
して貧血になるような場合です。緊急の入院が必
要な場合もありますが、その代表例が、胃潰瘍や

　　　血を指摘されたり、また検査を受　
　　　けられずに体の不調を感じる方は一
度採血（精密）検査を受けましょう。　

◇今回のテーマは「貧血」です

医療情報を発信する

※お問い合わせ
　 　東部診療所・村寄文人 ☎ 37-2911

男

女

男女

十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。
　ストレスの多い生活や喫煙など、原因を
除去することはもちろんですが、日ごろよ
り、健診などで貧血の有無やがん検診を受
けておくことが大切になります。
　これまでご紹介した原因以外にも、

こうげん

原
病やめずらしい血液疾患など多くの原因が
ある病態です。

こうげん

　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ

十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。

　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ

こうげん

　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ

十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。

　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ　しかし、いきなり息切れが見られることは少なく、多くは疲れやすい、だるい、頭が重い、肩こ

十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。十二指腸潰瘍、そして消化管の癌です。

貧

長
寿
医
療
制
度(

後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

が

変
わ
り
ま
す

　

老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
中

で
創
設
さ
れ
た
、
長
寿
医
療

制
度(

後
期
高
齢
者
医
療
制
度)

が
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
。

●
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

①均等割額が7割軽減されている世帯の方
　○ 軽減割合　　　7割　 ⇒　一律8.5割に拡大

　○ 均等割額　13,110円 ⇒「6,300円」に減額　　

■ 平成20年度における保険料の軽減について

■ 

保
険
料
の
納
め
方

　

次
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
年

金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更

で
き
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
の
保
険

　

料
を
確
実
に
納
付
し
て
い
た
方

●
年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満
で
、

　

世
帯
主
又
は
配
偶
者
の
口
座
振
替

　

に
よ
り
納
付
す
る
方

　

な
お
、
年
金
天
引
き
か
ら
口
座

振
替
へ
変
更
す
る
場
合
は
、
申
請

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
住
民
安
全
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
安
全
課(

担
当
・
津
原)

　

☎
32-

６
７
０
３

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
７
７
０-

54-

６
３
３
０

②賦課のもととなる所得金額が58万円以下の方
   ○ 所得割額　⇒　一律5割軽減

　※年金収入のみの場合は、211万円以下の方となります。

◇
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
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年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

平
成
20
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
に
つ
い
て

　

広
報
5
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税

の
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方
は
、
次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
さ
れ

る
方
で
す
。
特
別
徴
収
に
な
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
7
月
に
発
送
さ
せ
て
い
た
だ

く
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
に
な
る
方
は
、
次
の
よ
う

に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
●
平
成
20
年
度
は
、
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
全
て
年
金
か
ら
天
引
き

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
特
別
徴
収
に
該
当
し
な
い
方

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
納
付
方
法
で
8
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

    

町
税
務
課
（
担
当
・
武
田
）

            

☎
32
‐
６
７
０
２

納付月 納 付 方 法 納付金額

   7 月

これまでどおりの納付方法

(直接納付･区集金･口座振替)

年税額の1／2を
3回で調整した額

  8 月

  9 月

10 月 10月支給の年金から天引き

年税額の1／2を
3回で調整した額

12 月 12月支給の年金から天引き

  2 月 2月支給の年金から天引き

普通

徴収

◎特別徴収になる方の国民健康保険税の納め方 ( 平成 20 年度 )
③
介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合
算
額
が
年
金
給
付
額
の
1
／
2
を
超
え　

　

な
い
方
で
、
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
で
あ
る
方

●
広
報
5
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
特
別
徴
収
に
な
る

場
合
の
納
付
金
額
の
説
明
に
誤
り
が
あ
り
、
正
し
い

納
付
金
額
は
上
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方
が
、
す
べ
て
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
世
帯
の  　

　

世
帯
主

②
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

特別

徴収

　

年
金
天
引
き
に
な
る
方
で
、
こ
れ
ま
で

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
は
、
町
税

務
課
に
お
申
し
出
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
更
で
き
ま
す

　

現
在
、
社
会
保
険
庁
で
は
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
な
ど
の
年
金
個
人
情

報
の
お
知
ら
せ
を
順
次
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
お
知
ら
せ
は
、
社
会
保

険
庁
に
届
出
い
た
だ
い
て
い
る
住
所

に
送
付
し
て
い
る
た
め
、
住
所
変

更
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
に

は
、
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
、
住
所
変
更
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
次
の
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
切
な
年
金
記
録
を
届
け
ま
す
。

住
所
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

　

は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

　

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ

○
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や

　

そ
の
配
偶
者
の
方
は
、
勤
務
先
の

　

社
会
保
険
担
当
者
へ

○
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

　

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

・
月
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
7
時

・
火
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
第
2
土
曜
日
は
、
午
前
9
時
30
分
か

ら
午
後
4
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、
☎
03

‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
保
険
事
務
局
敦
賀
事
務
所

☎
０
７
７
０
‐
23
‐
９
９
０
２

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
山
口
）

　

☎
32
‐
６
７
０
３

【
ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は 

】
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● 

募 

集　

・「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
　

(

来
年
3
月
当
町
で
開
催)

実
行
委
員

・「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
あ
と
ふ
る
美
浜
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
」
ス
タ
ッ
フ

● 

予 

告

「
ほ
ん
も
の
体
験
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

9
月
27
日(

土)

に
「
は
あ
と
ぴ
あ
」
で
開
催

現
　
　
　

在
、
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く

　
　
　

関
わ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
と

の
交
流
や
社
会
体
験
を
持
た
な
い
、

目
の
輝
き
が
失
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
都

市
に
住
む
子
ど
も
た
ち
に
限
ら
ず
、
農

山
漁
村
で
生
活
す
る
子
ど
も
で
あ
っ
て

も
都
会
と
変
わ
ら
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
過
ご
し
、
人
や
自
然
、
農
林
漁
業

に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
原
体

験
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
生
活
環
境

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

心
を
込
め
た
温
か
い

　

お
も
て
な
し
＝
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

　
　
　

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン

　
　
　

ト
は
、
交
流
と
触
れ
合
い
で

す
。
町
内
の
家
庭(

民
宿
や
民
泊)

に

少
人
数
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
、
第
二

の
ふ
る
さ
と
で
の
様
々
な
交
流
を
通

し
て
社
会
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
共
同
生

活
や
共
通
体
験
を
通
し
て
、
自
然
、

地
域
、
農
林
漁
業
な
ど
を
理
解
し
、

心
と
心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　
　
　

に
宿
泊
や
体
験
を
提
供
す
る

　
　
　

だ
け
で
は
、
人
の
心
は
動
き

ま
せ
ん
。
人
の
気
持
ち
が
人
を
動
か

こ単

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
あ
と
ふ
る

　
　
　
　
　
　

美
浜
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
32
‐
２
２
２
２

感
動
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と

   
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

す
の
で
す
。
「
若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ

る
体
験
」
の
目
的
は
、
一
生
懸
命
に

「
美
浜
町
が
好
き
だ
」
と
い
う
思
い

を
伝
え
る
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
で

す
。
地
域
全
体
で
の
受
入
れ
と
い
う

共
通
認
識
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
や
業
種
に
と
ら
わ
れ
ず
に
協
働
、

協
力
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
「
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

「
若
狭
美
浜
は
あ
と
ふ
る
体
験
」

で
は
、
人
と
人
と
の
交
流
を
通
し
て

心
の
交
流
が
生
ま
れ
、
訪
問
者
と
地

域
住
民
の
双
方
が
高
ま
る
こ
と
で
地

域
全
体
の
創
造
、
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
本
町
が
受
入
モ
デ
ル
地

域
と
し
て
選
定
さ
れ
た
「
子
ど
も
農
山

漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」(

小
学
生

を
対
象
と
し
た
長
期
宿

泊
体
験
活
動)

が
本
格

的
に
稼
動
す
れ
ば
、
学

校
教
育
の
一
環
で
福
井

県
や
近
隣
府
県
の
小
学

生
が
美
浜
を
訪
れ
、
未

知
や
非
日
常
へ
の
好
奇

心
で
農
林
漁
家
民
宿
・

民
泊
で
の
宿
泊
体
験
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

知
識
や
知
恵
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
機
会
と

な
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
交
流
や
触

れ
合
い
が
有
意
義
な
宿
泊
体
験
活
動

に
な
り
、
感
動
が
生
ま
れ
、
気
づ
き

や
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

酪農体験

ロープワーク体験
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レ
イ
ク
の
丘

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
便
り

◇
夏
バ
テ
に
効
果
的
な
栄
養
素

　

夏
バ
テ
は
、
発
汗
に
よ
る
水
分
や
ミ

ネ
ラ
ル
不
足
、
清
涼
飲
料
水
の
摂
り
す

ぎ
に
よ
る
食
欲
・
消
化
吸
収
能
力
の
低

下
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
素
不
足
が

原
因
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
バ
テ
に
お
勧
め
の
栄
養
素
は
、
疲

労
回
復
の
効
果
が
高
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
1

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
2
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

硫
化
ア
リ
ル
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、ク
エ
ン
酸
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
6
、
こ
れ
ら
の
栄
養
素
を

組
み
合
わ
せ
て
摂
る
と
効
果
的
で
す
。

　

摂
取
量
が
減
少
し
て
い
る
方
に
は
、

栄
養
補
助
食
品
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
診
察
の
際
に
医
師
、
又

は
管
理
栄
養
士
に
ご
相
談
下
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院 

☎
45
‐ 

１
１
３
１

※

8
月
の
整
形
外
科
の
診
療
は
、

4
日(

月)

・
6
日(

水)

・
7
日(

木)

8
日(

金)

・
14
日(

木)

・
18
日(

月)

20
日(

水)

・
21
日(

木)

・
22
日(

金)

27
日(

水)

・
28
日(

木)

に
行
い
ま
す
。

○
8
月
6
日(

水)

午
後
1
時
30
分
〜

・
口
腔
ケ
ア
・
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
日
常
生
活

　

の
注
意
点

・
糖
尿
病
の
食
事
療
法
の
基
本

○
9
月
10
日(

水)

午
後
1
時
30
分
〜　

・
運
動
療
法
の
意
義
と
コ
ツ

・
献
立
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
・
外
食
に
つ
い
て

○
10
月
8
日(

水)

午
後
1
時
30
分
〜　

・
糖
尿
病
と
は

・
糖
尿
病
の
食
事
療
法
の
基
本

◆
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

募　

集

募　

集

　

町
で
は
、
平
成
21
年
4
月
採
用
予
定

の
町
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

●
採
用
予
定
数

　

・
事　

務　

2
人

　

・
保
育
士　

1
人

　

(

採
用
予
定
数
3
人
の
う
ち
、
身
体

　

  

障
が
い
者
対
象
1
人)

●
受
験
資
格

〔
事
務
〕

　

昭
和
54
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

〔
保
育
士
〕

　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者(

平
成
21

年
3
月
末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み

の
者
を
含
む)

で
、
昭
和
54
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

●
申
込
方
法

　

総
務
課
で
交
付
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
郵
便
で
請

町　

職　

員

求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
申
込
書
の
取
得
や
受
験
申
込
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

7
月
28
日(

月)

〜
8
月
18
日(

月)

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
除
く

●
第
1
次
試
験

・
日
時　

9
月
21
日(

日)

午
前
9
時
〜

・
会
場　

県
立
若
狭
高
等
学
校

・
内
容　

適
性
検
査
・
教
養
試
験

・
1
次
試
験
合
格
発
表　

10
月
中
旬

●
2
次
試
験

　

1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
作
文
試

験
、
口
述
試
験
等
を
行
い
ま
す
。

●
最
終
合
格
者
発
表　

11
月
中
旬

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
（
担
当
・
渡
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
０

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.m
ih
am
a.

fu
ku
i.jp
/

（
凡
例
）

○
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
（
豚
肉
・
う
な
ぎ
な
ど
）

○
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
（
レ
バ
ー
・
う
な
ぎ
・
魚
類
な
ど
）

○
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
大
豆
・
豆
腐
・
バ
ナ
ナ
な
ど
）

○
硫
化
ア
リ
ル
（
玉
葱
・
に
ん
に
く
な
ど
）

○
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
果
物
・
緑
黄
色
野
菜
）

○
ク
エ
ン
酸
（
レ
モ
ン
・
キ
ウ
イ
・
梅
干
し
な
ど
）

○
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
６
（
マ
グ
ロ
の
赤
身
・
鮭
な
ど
）

＊
当
教
室
は
毎
月
1
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
院
内
掲
示
又
は
お
電
話

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

個
別
の
栄
養
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
考
慮
し
て
そ
の

方
に
あ
わ
せ
た
プ
ラ
ン
を
提
案
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
診
察
時
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
病
院

食
事
療
法
科  

管
理
栄
養
士　

林　

千
賀

（
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
）
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公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
で
は
、
平

成
21
年
度
の
看
護
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
各
試
験
区
分
の
願
書
受
付
期
間
、

試
験
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
推
薦
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

9
月
8
日(

月)

〜
10
月
3
日(

金)

　

(

但
し
、
地
域
の
指
定
あ
り)

・
試
験
日　

10
月
20
日(

月)

●
一
般
入
学
試
験(

前
期)

・
受
付
期
間

　

11
月
4
日(

火)

〜
11
月
28
日(

金)

・
試
験
日

　

筆
記
試
験　

12
月
11
日(

木)

　

面
接
試
験　

12
月
12
日(

金)

●
一
般
入
学
試
験(
後
期)

・
受
付
期
間

平
成
21
年
1
月
5
日(

月)
〜
15
日(

木)

・
試
験
日　

平
成
21
年
1
月
23
日(

金)

●
社
会
人
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

9
月
8
日(

月)

〜
10
月
3
日(

金)
(

但
し
、
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人)

・
試
験
日　

10
月
20
日(

月)

※
試
験
は
す
べ
て
公
立
若
狭
高
等
看

護
学
院
で
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
０
１
６
２

　

看
護
学
生

(

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院)

消
防
吏
員
（
消
防
官
）

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
で
は
、
平
成
21

年
4
月
採
用
予
定
の
消
防
吏
員
（
消
防

官
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
数　

7
人
程
度

●
受
験
資
格

・
昭
和
56
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3

　

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
と
同
等
以
上 

　

の
学
力
を
有
す
る
者

●
受
付
期
間

　

8
月
1
日(

金)

〜
15
日(

金)

●
申
込
方
法

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
ま
た
は
美
浜
・
三
方
各
消
防
署
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本

部
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
1
次
試
験

・
日 

時 

9
月
21
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

・
会 

場 

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部

・
内 

容 

一
般
教
養
・
消
防
適
性
検
査
・

　
　
　
　

作
文
試
験

●
第
2
次
試
験

　

第
1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
、
口
述

試
験
、
体
力
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

敦
賀
美
方
消
防
組
合 

消
防
本
部
総
務
課

☎
23
‐
９
９
８
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://fire1

1
9
.to
n
2
1
.n
e.jp
/

　

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平

成
21
年
度
の
看
護
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
各
試
験
区
分
の
願
書
受
付
期
間
、

試
験
日
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
推
薦
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

10
月
20
日(

月)

〜
29
日(

水)

・
試
験
日

　

11
月
5
日(

水)

●
一
般
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

12
月
1
日(

月)

〜
24
日(

水)

・
試
験
日

　

平
成
21
年
1
月
9
日(

金)

●
社
会
人
入
学
試
験

・
受
付
期
間

　

10
月
20
日(

月)

〜
29
日(

水)

・
試
験
日

　

11
月
5
日(

水)

※
試
験
は
す
べ
て
敦
賀
市
立
看
護
専

　

門
学
校
で
行
い
ま
す
。

●
学
校
見
学
会

　

8
月
8
日(

金)

午
後
1
時
〜

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
8
月
1

日(

金)
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校

（
敦
賀
市
木
崎
24
‐
7
‐
1
）

☎
22
‐
７
７
７
１

　

看
護
学
生

(

敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校)
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
有
権
者
に
政

治
及
び
選
挙
に
関
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
選
挙
啓
発

活
動
に
活
用
す
る
た
め
の
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
内
容

　

明
る
い
選
挙
の
推
進
に
つ
な
が
る
標
語

●
応
募
資
格

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
方

●
標
語
形
式

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
俳

句
調
、
短
歌
調
な
ど
特
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法

　

標
語
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て(

様
式
は

任
意)

町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
人
１
標
語
ま
で
と
し
ま
す
。

●
賞

　

金
賞 

1
人
、銀
賞 

2
人
、銅
賞 

3
人

　

佳
作
数
名

●
応
募
締
切　

9
月
12
日(

金)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会(

担
当
・
島
田)

　

(

町
総
務
課
内)

☎
32
‐
６
７
０
０
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美
浜
町
花
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル

　

町
で
は
、
住
民
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い

の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
第
16
回
美
浜
町
花
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
部
門
・
対
象

　
【
地
域
花
づ
く
り
の
部
】

　

町
内
で
花
づ
く
り
を
し
て
い
る
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
企
業
、

学
校
等
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

●
審
査
方
法

　

書
類
審
査
と
現
地
審
査(

9
月
上
旬

に
予
定)

を
行
い
ま
す
。

●
審
査
の
ポ
イ
ン
ト

・
年
間
を
通
し
て
の
活
動
状
況

・
環
境
と
う
ま
く
調
和
し
て
い
る
か

・
維
持
管
理
が
う
ま
く
さ
れ
て
い
る
か

・
活
動
に
お
け
る
向
上
性
、
協
調
性
、

　
　

波
及
効
果
、
独
創
性
の
有
無
等

●
賞

・
最
優
秀
賞　

1
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
3
万
円
）

・
優
秀
賞　
　

2
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
2
万
円
）

・
入
選　
　
　

3
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
１
万
円
）

・
特
別
賞　
　

3
点

　
　

賞
状
及
び
副
賞
（
5
千
円
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
、
仕
事
を
も
ち
な
が
ら

で
も
、
自
宅
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
マ

イ
ペ
ー
ス
に
学
べ
る
、
入
学
試
験
の
な

い
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管
の
正
規

の
通
信
制
大
学
で
す
。

　

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
学
願
書
受
付
期
間

　
　

８
月
31
日
（
日
）
ま
で

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

：

//w
w
w
.ca
m
p
u
s.u
-a
ir.

ac.jp
/̃fu
ku
i/

※
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

（
福
井
市
手
寄
1
‐
4
‐
1
ア
オ
ッ
サ
７
階
）
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●
応
募
方
法

　

商
工
観
光
課
及
び
町
観
光
協
会
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
活
動
時
や
生
育
状
況
な
ど

の
写
真
、
参
考
資
料
を
添
付
し
て
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

　

8
月
29
日
（
金
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

町
商
工
観
光
課
（
担
当
・
田
村
）

☎
32
‐
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第 21回美浜美術展作品募集

　地域文化の振興と発展を目的に開催しております美浜美術展は、今回 21回目を迎えます。
　既成の枠にとらわれない、創造性あふれる斬新な作品のご応募をお待ちしております。
　なお、入選以上の作品は 10月下旬から美浜町を皮切りに大阪市、福井市の 3会場で巡回展を開
催します。

● 内　　容　　絵画（日本画を除く平面作品）

● 規　　格　　20～ 50号相当

　　　　　　　（幅、高さの長辺が 72ｃｍ以上 117ｃｍ以下）

● 応募資格　　制限はありません

● 応募点数　　1人 1点まで（公募展未発表作品に限ります）

● 申込締切　　9月 12日 ( 金 ) 必着

● 主　　催　　美浜町・美浜町教育委員会・㈱福井新聞社・関西電力㈱

● 巡 回 展　　

　　【美浜展】10 月 22日 ( 水 ) ～ 10月 27日 ( 月 )　美浜町総合体育館

　　【大阪展】11 月 17日 ( 月 ) ～ 11月 22日 ( 土 )　大阪府立現代美術センター

　　【福井展】平成 21年 1月 7日 ( 水 ) ～ 1月 12日 ( 月・祝 )　福井県立美術館

※お問い合わせ・申込み先
　美浜美術展事務局　〒 919-1141　美浜町郷市 13-8　関西電力内　℡　３２－３６３３
　　　　　　　　　　ホームページアドレス (http：//www.kepco.co.jp/wakasa/)
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6
月
13
日
に
、
新
庄
の
「
奥
」
で
若
狭
牛

の
入
牧
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
新
庄
小
学
校
の
全
児
童
31
人
が

参
加
し
、
児
童
を
代
表
し
て
野
原
美
穂
さ
ん

が
「
牛
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
。
新
庄
に
来
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

　

嶺
南
牧
場
か
ら
運
ば
れ
た
2
頭
の
雌
牛
は
、

現
在
妊
娠
中
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
10

月
頃
ま
で
休
耕
地
で
過
ご
し
ま
す
。

若狭牛の入牧式

浜開き式
　

7
月
4
日
に
、
美
浜
町
観
光
協

会
の
浜
開
き
式
が
、
久
々
子
海
水

浴
場
で
行
わ
れ
、
町
内
の
海
水
浴

場
の
安
全
と
繁
盛
が
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
に
は
、
町
内
の
観
光
業
者
を

は
じ
め
、
警
察
や
消
防
な
ど
の
関

係
者
が
出
席
し
、
玉
ぐ
し
を
奉
げ

た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
花
束
の

投
げ
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
難
事
故
が
起
こ
ら
な

い
こ
と
を
願
い
、
み
ず
う
み
保
育

園
児
29
人
に
よ
る
風
船
飛
ば
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
設
置

　

久
々
子
海
水
浴
場
に
、
幼
児
用
プ
ー
ル(

水
深
40
㎝
・
10

ｍ
×
8
ｍ)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
中
の
水
は
海
水
で
、
常

時
ポ
ン
プ
に
よ
り
循
環
さ
せ
て
い
ま
す
。
8
月
20
日
ま
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ー
ル
の
横
に
は
、
か
ぶ
と
む
し
の
遊
具
も
設
置
。

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
山
頂

駐
車
場
へ
移
設
さ
れ
ま
す
。


